
新しい議会が
始まります

※掲載内容は令和５年４月11日現在　選挙区内は50音順

京丹後市
森口　　亨

宮津市・与謝郡
中島　武文

後地域丹

向日市
磯野　　勝

長岡京市・乙訓郡
西條　利洋
能勢　昌博

八幡市
田島　祥充
西山　龍夫

城陽市
酒井　常雄
園崎　弘道

宇治市・久世郡
池田　輝彦
楠岡　誠広
田中　美貴子
藤山　裕紀子
水谷　　修

京田辺市・綴喜郡
北川　剛司
古林　良崇

木津川市・相楽郡
兎本　和久
筆保　祥一

城地域山
北区
津田　裕也
畑本　義允
浜田　良之

上京区
迫　　祐仁
宮下　友紀子

左京区
石田　宗久
北岡　千はる
光永　敦彦

中京区
青木　義照
田中　健志
田中　富士子

東山区
荒巻　隆三

山科区
大澤　彰久
梶原　英樹
林　　正樹

下京区
小巻　久美
田中　志歩

南区
秋田　公司
小鍛治　義広
森　　𠮷治

右京区
大河内　章
岡本　和德
島田　敬子
竹内　紗耶
二之湯　真士

西京区
近藤　永太郞
成宮　真理子
畑本　久仁枝

伏見区
上倉　淑敬
瀧脇　正明
馬場　紘平
増田　大輔
山口　　勝
渡辺　邦子

都市域京

福知山市
家元　　優
武田　光樹

舞鶴市
池田　正義
小原　　舞

綾部市
四方　源太郎

丹地域中
南丹市・船井郡
片山　誠治

亀岡市
田中　英夫
中村　正孝

丹地域南

4月9日、京都府議会議員一般選挙が行われ、
60人の府議会議員が選出されました。
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府立城南菱創高等学校3年生
加藤 璃央さんに題字を
書いていただきました

1 令和5年（2023年）5月



2月定例会では、京都府総合計画を踏まえ編成された「あたたかい京都づくり」のための
予算案について審査を行い、知事などにさまざまな質問や要望を行いました。

今年度予算１兆300億円を可決（一部2月補正予算を含む）
予算特別委員会を開催しました予算特別委員会を開催しました

高校生と議員との直接の関わり合いを通じて、
高校生に府議会を身近に感じてもらうとともに、府議会や議員の役割について
理解を深めてもらうため、出前高校生議会を実施しました。

出前高校生
議会

出前高校生議会を開催しました出前高校生議会を開催しました

２０４５年に存在する職業は
主なテーマ

府立宮津天橋高等学校
（宮津学舎）

府立農芸高等学校

京都の農業の活性化や
魅力化について

主なテーマ

主なテーマ

環境・安全・防災について

府立東稜高等学校

府立海洋高等学校
7（月）11令和

4年1（水）2令和
5年

14（火）2令和
5年

主なテーマ

北部地域の活性化について

オンライン開催

これからは出前高校生
議会で考えた、今私たち
がすべきことを心におい
て生活したいと思う

実際にどう行動す
るか考える機会は
なかなかないので、
議員さんたちの意
見を聞きながら考
えられて良い経験
になった

農業を学ぶ上で大切に
していきたいことなど、
議員さんの意見を聞き
ながら、今一度考えるこ
とができた

就職や進学した時に、自
分が何をしたいのかを優
先することはもちろんのこ
と、後継者や土地問題に
ついて発信していくことが
大切だと思った

来てくださった議
員さんたちが優し
く、丁寧に質問に
答えてくれた

自分の住んでいる
地域の良さや改善
すべきものをたくさ
ん知ることができた

普段あまり興味を持った
りしない政治だが、この
ような取り組みで、政治
が身近に感じられた

「後がない生き方で、一歩
前に出る」との議員さんの
言葉で、自分は前に出る
ことによって変わること
ができるような気がした

21（月）11令和
4年

物価高騰等の対策

物価高騰等の影響を受ける
事業者、生活困窮者、
学生への支援を

厳しい経営環境の中にある
中小企業が前に進めるよう、

きめ細かい支援を

新型コロナウイルス
感染症対策

5類感染症への移行後も
府民が安心できるような
医療提供体制の確保や

情報発信を

飲食店第三者認証制度を
次につなげていくため
その効果や課題の検証を

今後も感染症が
まん延する可能性があり、

京都版CDC（疾病予防管理センター）
の創設を含め、十分な対策を

子育て環境日本一の推進

子育て世代の
経済的負担の軽減をはじめ、

支援制度の充実を

「きょうと婚活応援センター」を
中心に、きっかけづくりや

府域全体での婚活支援の強化を

関係機関や市町村と連携し、
「社会で子どもを育てる京都」

の実現を

令
和
5
年
2
月
7
、8
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代表
質問

田
中 

美
貴
子
　
府
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

本
年
4
月
か
ら
市
町
村
で
配
付
さ
れ
る
、府
独
自
の

母
子
手
帳
に
込
め
た
思
い
な
ど
は
ど
う
か
。ま
た
、市

町
村
職
員
に
も
手
帳
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、府
民

に
そ
の
良
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

「
父
親
・
母
親
が
と
も
に
出
産
・
子
育
て
を
我

が
事
と
し
て
向
き
合
う
」と
い
う
京
都
府
独

自
の
視
点
か
ら
内
容
を
充
実
し
た
い
。ま
た
、市
町
村

保
健
師
へ
の
説
明
会
な
ど
を
行
い
、市
町
村
と
連
携

し
て
手
帳
に
込
め
た
思
い
を
伝
え
て
い
く
。

答
弁

田
島 

祥
充
　
自
民

　八
幡
市

令
和
9
年
度
の
新
名
神
高
速
道
路
の
全
線

開
通
前
後
は
、八
幡
京
田
辺
J
C
T
・
I
C

周
辺
に
お
い
て
も
、I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
、道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
整
備
に
お
け
る
課
題
な
ど
は
ど
う
か
。

質
問

産
業
発
展
の
取
り
組
み
を
基
盤
面
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
に
努
め
、山
城
地

域
全
体
で
、I
C
等
の
交
通
拠
点
を
有
す
る
強
み
を

さ
ら
に
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

答
弁

青
木 

義
照
　
自
民

　中
京
区

実
施
団
体
の
中
に
は
赤
字
に
な
る
自
治
体
も

あ
り
、課
題
が
指
摘
さ
れ
る
中
、京
都
市
で
は

令
和
4
年
度
の
寄
附
額
が
2
年
連
続
で
市
民
税
の

減
収
を
上
回
る
黒
字
に
な
る
と
聞
く
が
、本
府
の
個

人
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

質
問

京
都
府
で
は
、個
人
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
の
受
入
額
を
、府
民
税
の
控
除
額
が
大

幅
に
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
方
策
と
し
て
、新
た
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

で
き
る
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答
弁

家
元 

優
　
自
民

　福
知
山
市

精
神
障
害
者
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、精

神
障
害
者
の
一
般
的
な
医
療
費
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、課
題
整
理
を
行
い
、結
論
を
得
て
、助
成
制

度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、ど
の
よ

う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

質
問

答
弁

市
町
村
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

対
象
と
す
る
障
害
の
程
度
や
医
療
の
範
囲
、

自
己
負
担
、所
得
制
限
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。有
識
者
か
ら
も
意
見
を
お
聞
き
し
、新

た
な
制
度
案
を
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
。

京
都
版

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て

山
城
地
域
の
発
展
を
支
え
る

道
路
整
備
に
つ
い
て

府
の
福
祉
医
療
制
度

に
つ
い
て

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て

光
永 

敦
彦
　
共
産

　左
京
区

ア
リ
ー
ナ
計
画
は
、「
学
生
利
用
が
前
提
」と

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま
た
、ア

リ
ー
ナ
建
設
に
伴
う
、府
立
植
物
園
への
影
響
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

質
問

整
備
検
討
に
当
た
って
は
、学
生
利
用
を
最
優

先
と
し
、活
用
の
方
向
性
や
施
設
の
規
模
な
ど

に
つ
い
て
、学
内
の
議
論
や
専
門
家
な
ど
幅
広
い
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、植
物

園
の
植
生
を
は
じ
め
周
辺
環
境
に
影
響
が
及
ば
な
い

よ
う
、配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

府
立
大
学

ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ
い
て

▲
質問映像の保存期間は1年間です◀ 　 面へつづく4
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2月定例会では、京都府総合計画を踏まえ編成された「あたたかい京都づくり」のための
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て生活したいと思う

実際にどう行動す
るか考える機会は
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見を聞きながら考
えられて良い経験
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ついて発信していくことが
大切だと思った

来てくださった議
員さんたちが優し
く、丁寧に質問に
答えてくれた

自分の住んでいる
地域の良さや改善
すべきものをたくさ
ん知ることができた

普段あまり興味を持った
りしない政治だが、この
ような取り組みで、政治
が身近に感じられた

「後がない生き方で、一歩
前に出る」との議員さんの
言葉で、自分は前に出る
ことによって変わること
ができるような気がした
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年
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月
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に
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代
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質
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の
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順
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年
4
月
か
ら
市
町
村
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配
付
さ
れ
る
、府
独
自
の

母
子
手
帳
に
込
め
た
思
い
な
ど
は
ど
う
か
。ま
た
、市

町
村
職
員
に
も
手
帳
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、府
民

に
そ
の
良
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
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い
う
京
都
府
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自
の
視
点
か
ら
内
容
を
充
実
し
た
い
。ま
た
、市
町
村

保
健
師
へ
の
説
明
会
な
ど
を
行
い
、市
町
村
と
連
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し
て
手
帳
に
込
め
た
思
い
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伝
え
て
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京
田
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J
C
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I
C

周
辺
に
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い
て
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C
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の
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ク
セ
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、道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
整
備
に
お
け
る
課
題
な
ど
は
ど
う
か
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質
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産
業
発
展
の
取
り
組
み
を
基
盤
面
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
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づ
く
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り
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摘
さ
れ
る
中
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都
市
で
は

令
和
4
年
度
の
寄
附
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が
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年
連
続
で
市
民
税
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減
収
を
上
回
る
黒
字
に
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る
と
聞
く
が
、本
府
の
個

人
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
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京
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府
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の
ふ
る
さ
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納
税
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寄
附
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民
税
の
控
除
額
が
大

幅
に
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
方
策
と
し
て
、新
た
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

で
き
る
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答
弁

家
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優
　
自
民

　福
知
山
市

精
神
障
害
者
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、精

神
障
害
者
の
一
般
的
な
医
療
費
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、課
題
整
理
を
行
い
、結
論
を
得
て
、助
成
制

度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、ど
の
よ

う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

質
問

答
弁

市
町
村
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

対
象
と
す
る
障
害
の
程
度
や
医
療
の
範
囲
、

自
己
負
担
、所
得
制
限
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。有
識
者
か
ら
も
意
見
を
お
聞
き
し
、新

た
な
制
度
案
を
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
。

京
都
版

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て

山
城
地
域
の
発
展
を
支
え
る

道
路
整
備
に
つ
い
て

府
の
福
祉
医
療
制
度

に
つ
い
て

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て

光
永 

敦
彦
　
共
産

　左
京
区

ア
リ
ー
ナ
計
画
は
、「
学
生
利
用
が
前
提
」と

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま
た
、ア

リ
ー
ナ
建
設
に
伴
う
、府
立
植
物
園
への
影
響
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

質
問

整
備
検
討
に
当
た
って
は
、学
生
利
用
を
最
優

先
と
し
、活
用
の
方
向
性
や
施
設
の
規
模
な
ど

に
つ
い
て
、学
内
の
議
論
や
専
門
家
な
ど
幅
広
い
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、植
物

園
の
植
生
を
は
じ
め
周
辺
環
境
に
影
響
が
及
ば
な
い

よ
う
、配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

府
立
大
学

ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ
い
て

▲
質問映像の保存期間は1年間です◀ 　 面へつづく4

た

み

き

こ

な
か

い
え

ま
さ
る

も
と

あ
お

き

よ
し
て
る

た

じ
ま

よ
し
み
つ

み
つ
な
が

あ
つ
ひ
こ
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2月定例会から
令和5年２月２日から３月10日
までの37日間の会期で、２月定
例会を開催。
令和5年度当初予算案をはじ
め、議案77件を可決・同意。その
ほか意見書5件を可決しました。

k京都府議会事務局総務課   l075-414-5551  m075-441-8398  ngikaisohmu@pref.kyoto.lg.jp
●次回の「京都府議会だより」は7月に発行します。

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

2月10日㈮

上
倉 

淑
敬

維
新

　伏
見
区

▼ 

教
育
格
差
の
解
消
に
つ
い
て

▼ 

本
府
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

磯
野 

勝

自
民

　向
日
市

▼ 

向
日
町
競
輪
事
業
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て

▼ 

通
学
路
等
や
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

共
産

　八
幡
市

森
下 

由
美

▼ 

国
の
介
護
保
険
制
度
改
定
の
動
き
に
つ
い
て

▼ 

介
護
施
設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
課

題
に
つ
い
て

自
民

　下
京
区

小
巻 

實
司

▼ 

鴨
川
に
つ
い
て

▼ 
府
有
資
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

2月13日㈪

四
方 
源
太
郎

自
民

　綾
部
市

▼ 

府
北
部
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼ 

中
小
製
造
業
の
電
気
代
高
騰
への
支
援
につい
て

浜
田 

良
之

共
産

　北
区

▼ 「
安
全
保
障
3
文
書
」の
危
険
性
と
米

軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
等
に
つ
い
て

▼ 

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で
苦
し
む
学
生

への
支
援
等
に
つ
い
て

平
井 

斉
己

府
民

　北
区

▼ 

都
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

▼ 

教
育
環
境
日
本
一
に
向
け
た
今
後
の

施
策
展
開
に
つ
い
て

秋
田 

公
司

自
民

　南
区

▼ 

半
導
体
産
業
の
再
興
と
京
都
経
済
の

新
た
な
価
値
創
造
に
つ
い
て

▼ 

賃
上
げ
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
子
育

て
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

2月9日㈭

堤 

淳
太

府
民

　長
岡
京
市
・
乙
訓
郡

▼ 

児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

▼ 

男
性
の
不
妊
治
療
に
つ
い
て

渡
辺 

邦
子

自
民

　伏
見
区

▼ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
つ
い
て

▼ 

伏
見
港
及
び
宇
治
川
舟
運
の
復
活
に
つ
い
て

諸
岡 
美
津

公
明

　右
京
区

▼ 

子
育
て
環
境
日
本
一
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て

西
山 

頌
秀

共
産

　伏
見
区

▼ 

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
等
に
つ
い
て

▼ 

包
括
的
性
教
育
の
推
進
及
び
生
理
の

貧
困
問
題
等
に
つ
い
て

山
本 

篤
志

府
民

　木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

医
療
的
ケ
ア
児
を
取
り
巻
く
環
境・課

題
の
改
善
に
つ
い
て

▼ 

学
童
保
育
に
お
け
る
給
食
実
施
に
つ
い
て

中
村 

正
孝

自
民

　亀
岡
市

▼ 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
循
環
型
農
業

の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

亀
岡
に
お
け
る
道
路
整
備
と
河
川
整

備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
項
目
は
府
議
会

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い新しい議会が

始まります

※掲載内容は令和５年４月11日現在　選挙区内は50音順

京丹後市
森口　　亨

宮津市・与謝郡
中島　武文

後地域丹

向日市
磯野　　勝

長岡京市・乙訓郡
堤　　淳太
能勢　昌博

八幡市
田島　祥充
森下　由美

城陽市
酒井　常雄
園崎　弘道

宇治市・久世郡
荻原　豊久
田中　美貴子
藤山　裕紀子
水谷　　修
村井　　弘

京田辺市・綴喜郡
北川　剛司
古林　良祟

木津川市・相楽郡
兎本　和久
山本　篤志

城地域山
北区
畑本　義允
浜田　良之
平井　斉己

上京区
迫　　祐仁
宮下　友紀子

左京区
石田　宗久
北岡　千はる
光永　敦彦

中京区
青木　義照
田中　健志
原田　　完

東山区
荒巻　隆三

山科区
梶原　英樹
菅谷　寛志
林　　正樹

下京区
小巻　實司
西脇　郁子

南区
秋田　公司
小鍛治　義広
山内　佳子

右京区
岡本　和德
北原　慎治
島田　敬子
二之湯　真士
諸岡　美津

西京区
近藤　永太郞
成宮　真理子
畑本　久仁枝

伏見区
上倉　淑敬
西山　頌秀
馬場　紘平
前波　健史
山口　　勝
渡辺　邦子

都市域京

福知山市
家元　　優
井上　重典

舞鶴市
池田　正義
小原　　舞

綾部市
四方　源太郎

丹地域中
南丹市・船井郡
片山　誠治

亀岡市
田中　英夫
中村　正孝

丹地域南

名簿ダミー（4/10 入稿）

4月9日、京都府議会議員一般議員選挙が行われ、
60人の府議会議員が選出されました。

5
月
臨
時
会
の
日
程（
予
定
）

５
月
22
日（
月
）〜
５
月
26
日（
金
）

会 

期

※

議
会
の
様
子
は
、

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

　ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

は
ま

だ

よ
し
ゆ
き

ひ
ら

い

と
し
き

な
か
む
ら

ま
さ
た
か

あ
き
た

こ
う

じ

し

か
た

げ
ん
た

ろ
う

い
そ

の

ま
さ
る

か
み
く
ら

き
よ
ゆ
き

も
り
し
た

よ
し
み

こ

ま
き

み
つ

じ

わ
た
な
べ

く
に

こ

も
ろ
お
か

み

つ

に
し
や
ま

の
ぶ
ひ
で

や
ま
も
と

あ
つ

し

つ
つ
み
じ
ゅ
ん
た

原
田 

完
　
共
産

　中
京
区

金
融
機
関
や
保
証
協
会
は
、借
換
融
資
の
審

査
に
お
い
て
、経
営
的
観
点
か
ら
経
営
が
厳

し
い
企
業
や
過
重
債
務
と
な
る
企
業
に
対
し
て
消
極

的
姿
勢
が
生
ま
れ
か
ね
ず
、行
政
か
ら
の
積
極
的
な

後
押
し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

追
加
の
資
金
需
要
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、「
伴
走
支
援
型
経
営
改
善
お
う
え
ん
資

金
」を
拡
充
し
た
。こ
の
新
し
い「
お
う
え
ん
資
金
」を

活
用
し
、オ
ー
ル
京
都
で
積
極
的
に
資
金
需
要
への
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

中
小
企
業
の
経
営
状
況
の

変
化
に
つ
い
て

代表
質問

小
鍛
治 

義
広
　
公
明

　南
区

災
害
時
の
ペッ
ト
と
の
同
伴
避
難
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。ま
た
、同
伴
避
難
所
整
備
に

向
け
た
調
査
を
開
始
す
る
た
め
、協
議
会
な
ど
を
設

置
し
、モ
デ
ル
的
な
エ
リ
ア
で
の
運
用
な
ど
を
含
め
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

同
伴
避
難
は
、他
の
避
難
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
、同
行
避
難
所
よ
り
広
い
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
な
ど
、多
く
の
課
題
が
あ
る
。同

伴
避
難
に
つ
い
て
は
、他
府
県
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

災
害
時
に
お
け
る

ペッ
ト
と
の
同
伴
避
難

に
つ
い
て

は
ら

だ

か
ん

こ

か

じ

よ
し
ひ
ろ
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府立城南菱創高等学校3年生
加藤 璃央さんに題字を
書いていただきました
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